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はじめに 

我が国においては、人口減少や少子･超高齢化の進展、環境負荷の低減等、社会経済情

勢の変化に対応した都市構造への転換、すなわち、拡散型から集約型都市構造への再編

が求められており、「歩いて暮らせるコンパクトな集約型都市構造」の形成に向けた取組

が必要とされています。 

府中市の状況としては、着実に都市基盤の整備が進められ、公共交通及び道路ネット

ワークが形成されると同時に、市の「中心拠点」である府中駅・府中本町駅周辺では既

に主要な市街地整備を終え、地域の手により中心市街地の活性化につながる取組も進展

しています。 

一方、市内の「地域拠点」では、個別具体の課題を抱えている地域があり、やがて到

来する人口減少や少子高齢化社会に対応すべく、地域拠点のにぎわいと魅力の向上や、

暮らしやすいまちへの誘導を図り、拠点機能を強化することが急務となります。 

とりわけ地域拠点の中でも、分倍河原駅の周辺市街地は市内で最も駅利用者が多く、

駅勢圏の人口も増加傾向にあり、中心市街地を補完する拠点としてのポテンシャルを有

しているものの、その発展を阻む様々なまちづくりの課題を抱えています。 

これらの課題解消に向けて、地元住民や交通事業者を始めとした関係者との協働によ

り、今後の駅周辺の市街地整備と連携して、戦略的に交通施策を推進することが不可欠

となります。 

このことから、平成 30（2018）年５月に分倍河原駅周辺地区を対象とした、府中市都

市・地域交通戦略【分倍河原駅周辺地区】（以下「交通戦略」といいます。）を策定し、

府中市の中心市街地を補完する拠点としてふさわしい交通基盤を備えたまちへの更新に

向けて、分倍河原駅を中心とした駅周辺のまちづくりを進めてきたところです。 

また、令和４（2022）年９月には、分倍河原駅における「自由通路」、「溜
た

まり空間」

及び「駅舎」の一体的な整備について、府中市と鉄道事業者が相互に協力して円滑に事

業を進めるため、府中市、東日本旅客鉄道株式会社及び京王電鉄株式会社の３者におい

て基本協定を締結しています。 

そのような状況の中、施策の実施状況等を評価した結果、実施プログラムのスケジュ

ール等を見直すとともに、交通戦略策定から５年以上が経過していることから、交通戦

略を改定しました。 
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第 1 章 府中市の都市・交通基盤と交通戦略の役割等 

１ 府中市の骨格構造と交通基盤 

(1) 都市基盤と拠点 

府中市では、都市計画法第 18 条の２に基づく「府中市都市計画に関する基本的な方針

（以下「市マスタープラン」といいます。）」において、市全体の視点から軸や拠点といっ

たまちの骨格構造を位置付け、それぞれの枠組みに応じた整備方針を定めています。 

この中で、都市の持続的な活動と環境の調和を図るゆとりと潤いのある都市空間の形成

を促すため、幹線道路や鉄道等を軸として位置付け、都市計画道路の整備・改善を始め、

鉄道沿線等の環境整備・改善を図ることとしています。 

また、「府中駅・府中本町駅周辺」を、市域各所からの公共交通アクセス性に優れ、市民

に、行政中核機能、相当程度の商業集積などの高次の都市機能を提供する「中心拠点」に

位置付けるとともに、「分倍河原駅周辺」など市内６か所を、地域の中心として、地域住民

に行政支所機能、診療所、食品スーパーなど、主として日常的な生活サービス機能を提供

する「地域拠点」に位置付けています。 

府中市の人口は令和 12（2030）年頃をピークに減少に転じると予想されており、また生

産年齢人口については令和７(2025)年頃に減少に転じると見込まれるため、少子・高齢化

等の社会情勢を踏まえて、中心拠点や地域拠点を中心に集約型都市構造への再編が重要と

なります。 

 

 

 

 

 

 

  

＜府中市の拠点＞ 

資料：府中市都市計画マスタープラン（令和３年 11 月） 

中河原駅周辺 

西府駅周辺 

分倍河原駅周辺 

府中駅・府中本町駅周辺 

北府中駅周辺 

多摩メディカル・キャンパス周辺 

府中の森公園・ 

府中基地跡地留保地周辺 多磨駅周辺 

郷土の森公園周辺 

是政駅周辺 

東府中駅周辺 

多磨霊園駅周辺 

白糸台駅・武蔵野台駅周辺 
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(2) 府中市の交通基盤 

府中市全域の交通の現況については、市の東西を横断する鉄道として京王線、南北を縦

断する鉄道としてＪＲ南武線、ＪＲ武蔵野線及び西武多摩川線が敷設され、４路線による

鉄道ネットワークが構成される中、市内 14 駅では１日平均約 42 万人（Ｐ31 参照）が利用

するとともに、路線バスとコミュニティバスによりバス交通ネットワークが形成され、市

内全域において公共交通の利用環境が整い、公共交通不便地域はおおむね解消された状況

にあります。（Ｐ33 参照） 

また、利便性の高い公共交通とともに、積極的な道路基盤の整備により、市の東西を横

断する道路として、東八道路、甲州街道、中央自動車道等、南北を縦断する道路として、新

小金井街道、府中街道、新府中街道等の整備が進むなど、都市計画道路は８割以上整備が

完了し、道路ネットワークについてもおおむね形成されています。 

公共交通と道路が市の骨格を形成し、市民の生活を支えるインフラとして機能していま

すが、これらを一層効果的に活用するためには、鉄道と道路が結節する交通結節点、つま

り鉄道駅を中心とする地域の交通環境の充実を図ることが重要です。その際、少子高齢化

社会の到来を見据え、歩いて暮らせるまちづくりにも配慮して進めていくことが求められ

ています。 

 

＜府中市の交通階層図＞ 

府中市の都市基盤（道路・公共交通）を階層的に示したもので、広域の階層はおおむね

完成し、ネットワークの形成が進んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料：府中市都市計画マスタープラン（令和３年 11 月） 

府中市の都市基盤（道路・公共交通）の階層的なネットワーク 
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２ 都市・地域交通戦略の概要 

(1) 交通戦略の位置付けと役割 

交通事業とまちづくりが連携した、総合的かつ戦略的な交通施策の推進を図ることによ

り、魅力と活力にあふれる都市・地域の整備を行うことを目的とする交通戦略では、市全

体の骨格を形成する道路や鉄道等の交通概況を分析し、明示します。また、東京都策定の

「多摩部 19 都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（以下「区域マスタープ

ラン」といいます。）」や「市マスタープラン」等に示されるまちの将来像とまちづくりの

方針に基づき、目指すべき将来像等を示します。その上で、地区の問題・課題を戦略的に

解消し、将来像を実現するため、地域のまちづくりと連携が図られた交通施策をパッケー

ジとして定め、中期的なプログラムに則して、着実に取り組みます。 

なお、交通戦略は、関係者との検討・協議を行い、地域住民とも考え方を共有しながら

策定し、「地域交通のあるべき姿を示す、市民・交通事業者・行政の共通の指針」としての

役割を担うものとするとともに、都市機能の増進に必要な施設の立地の適正化に関する施

策との連携を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 計画期間の設定 

まちづくりと連携した施策を展開していく上では、中期的な取組が必要となることから、

令和 23（2041）年度を目標年次とする市マスタープランと整合を図りながら進めるととも

に、計画期間を交通戦略策定後から各施策が完了するおおむね 18 年間とし、令和 18（2036）

年度を目標年次として設定します。  

※１ 多摩部 19 都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針とは、都市計画区域に

おける広域的な一体性を確保する上で配慮すべき事項について定めたもので、市マスター

プランはこの方針に則して定める必要があります。 

＜交通戦略の位置付け・役割＞ 

第７次府中市総合計画 

（府中市 令和４年３月） 

多摩部 19 都市計画 

都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 ※１ 

（東京都 令和３年３月） 

府中市都市計画に関する基本的な方針 

（府中市都市計画マスタープラン） 

（府中市 令和３年 11 月） 

府中市都市・地域交通戦略 

 
将来像＋取組のパッケージ化 

＜戦略目標・施策・評価指標＞ 

地域交通のあるべき姿を示す、 

市民・交通事業者・行政の共通の指針 
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第２章 対象地区のまちづくりの概況、課題等 

１ 対象地区の設定とまちづくりの方針 

(1) 分倍河原駅周辺地区で交通戦略を策定する理由 

交通結節点として市内で最も駅利用者が多く、中心市街地を補完する拠点である分倍河

原駅周辺地区では、様々なまちづくりの課題を抱えています。 

具体的な課題として、駅北西部を中心に４ｍ未満の狭隘
あい

道路が駅への主要動線となって

いるほか、駅東側の市道では、交通死亡事故も発生しています。また、府中崖
がい

線や線路で

分断された地形特性から、駅周辺の商店街を中心とした回遊性及びにぎわいの広がりに課

題があります。さらに、駅南側からの主要なアクセス動線である南北跨
こ

線橋は、設置から

45 年が経過し、老朽化が見られるほか、「府中市福祉のまちづくり条例」に定める整備基準

（バリアフリー基準）を満たしておらず、危険な状況です。 

当該地区では、地域が抱える課題に対し、住民自らの問題として取り組むことを目的に、

まちづくり協議会が設置され、30 年以上にわたり熱心にまちづくりに取り組んでいます。 

分倍河原駅の乗降客数は、令和２年度に新型コロナウイルス感染症の影響により大きく

減少し、その後は増加傾向に転じています。また、分倍河原駅は、市内で最も乗降客数が

多い駅である一方、駅構内が手狭であり、ホーム階段や地下通路ではラッシュ時の混雑が

著しい状況にあります。また、平成９年には、西府駅の設置に伴い乗換客の混雑が予想さ

れる分倍河原駅の対策について、鉄道事業者から市へ協力要請がなされていることから、

市と鉄道事業者の協働によりまちづくりと一体となって駅の抜本的な改善を図っていく必

要があります。 

このような状況を踏まえ、本戦略の対象地区を分倍河原駅周辺地区とし、交通戦略に係

る各主体によるまちづくりへの機運を逃すことなく、少子・高齢化に対応した持続可能な

集約型都市構造を支える交通基盤の再編に向けて、今まさに取り組んでいく必要がありま

す。 

(2) 区域の設定 

分倍河原駅周辺まちづくり協議会の提案書の中では、周辺地域の主動線である地区幹線

道路に囲まれた、駅を中心とした徒歩圏内を区域として捉えています。また、土地利用の

観点から、近隣商業ゾーンや低密度住宅ゾーンが含まれる、駅を中心とした生活圏は、拠

点の形成を目指すべき街区と捉えられます。 

以上のことから、図１に示す範囲を分倍河原駅周辺地区として設定します。 

(3) 分倍河原駅周辺地区のまちづくりの方針 

区域マスタープランでは、分倍河原を「地域の拠点」に位置付けており、都市づくりを

積極的に展開し、東京の市街地を集約型の地域構造への再編を図っていくことが示されて

います。これを受け、市マスタープランでは、分倍河原駅周辺を、地域住民に行政支所機

能、診療所、食品スーパーなど、主として日常的な生活サービス機能を提供する「地域拠

点」と位置付け、駅の改良や自由通路、広場、道路の整備による交通機能の向上及び利便

性の高い土地利用を図ることにより、にぎわいと活力のある拠点を形成することとしてい

ます。 
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＜分倍河原駅周辺地区（図１）＞ 

中密度住宅ゾーン 

低密度住宅ゾーン 

分倍河原駅 

近隣商業ゾーン 

中密度住宅ゾーン 

中密度住宅ゾーン 高安寺 

区域マスタープラン 

【将 来 像】 

【分倍河原の位置付け】 

市マスタープラン 

【分倍河原駅周辺の位置付け】 

中密度住宅ゾーン 

低密度住宅ゾーン 

分倍河原駅 
 

N

近隣商業ゾーン 

中密度住宅ゾーン 

中密度住宅ゾーン 

分倍河原駅周辺地区 

0 75 150 300（m）

市マスタープラン 

～第６地域のにぎわいと活力

のあるまちづくり方針図～ 
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２ 分倍河原駅周辺地区の特性と住民ニーズ 

(1) 地区の特性 

・鉄道や地区の東西を横断する崖
がい

線による約７ｍの高低差を含む地形により、地区内の回遊

性を阻んでいます。 

・駅周辺（駅勢圏※1）人口（図１）は、増加傾向にあります。また、駅乗降客数（図２）は、

令和２年度に新型コロナウイルス感染症の影響により大きく減少し、その後は増加傾向に

転じています。このまま増加を続ける駅利用者を考慮すると、手狭な駅舎や駅前空間、老

朽化した跨
こ

線橋など、都市基盤施設に課題があります。 

・駅端末交通手段分担率（図３）は、徒歩が 84.1％、「二輪車※2・自転車」が 12.3％であり、

他の一般的な駅と比べ徒歩でアクセスする人が多く（Ｐ36 参照）、歩行者対策が必要とな

ります。 

・まちの中心となる駅の周辺に狭隘
あい

道路が多く、木造建築物が密集する状況も見られること

から、防災面に課題があります。 

※1：駅勢圏とは、その駅を利用する旅客の住居地域を含めた範囲をいいます。 

※2：二輪車には、自動二輪車・原動機付き自転車を含みます。        

＜駅周辺（駅勢圏）人口の推移（図１）＞  ＜駅乗降客数の推移（図２）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜駅端末交通手段分担率（図３） 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

※駅周辺人口:南町1～6丁目、本町1～4丁目、片町1～3丁目、東
芝町、日鋼町、美好町1～3丁目、分梅町1～5丁
目、矢崎町1～5丁目、宮町1～3丁目、宮西町1～5
丁目の人口  

資料：府中市住民基本台帳 

資料：パーソントリップ調査（H10、H20、Ｈ30） 

資料：京王電鉄、東日本旅客鉄道

50,357 51,137 51,474 51,791 51,873 52,254 52,339 52,514 52,409 
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(2) 駅周辺及び駅の環境に関する住民ニーズ 

●駅周辺のまちづくりについて 

・利用者ヒアリング調査（図１・Ｐ37 参照）では、駅周辺の道路が「歩きにくい」「とて

も歩きにくい」とする回答が約７割となり、「道路や歩道が狭くて危険」など歩行者の交

通環境に対する理由が特に多く、歩行者の安全対策が求められています。 

・住民アンケート調査（Ｐ38 参照）では、歩行者の通行や自転車の走行に関する安全性に

対する評価が低く、身近な交通環境への対策が求められています。また、自由通路の整

備や駅前広場の整備等に対する要望が高く、まちの骨格となる基盤整備を基本にまちづ

くりを進めていくことが求められています。 

●駅利用のしやすさについて 

・利用者ヒアリング調査（図２）では、駅が「利用しにくい」「とても利用しにくい」とす

る回答が約６割となり、「通路や階段が狭い」「ホームが狭い」といった理由が特に多く、

駅施設の利便性の向上が求められています。 

・住民アンケート調査では、回答者の半数以上がアクセスするための自由通路の整備、ホ

ームや駅構内の安全性の確保等を要望しており、駅の抜本的な改善が求められています。 

以上の住民ニーズの結果から、駅周辺の歩行者や駅利用者の安全性と利便性を確保する

ため、自由通路整備や駅前広場整備などのまちの基盤整備と一体となって駅の抜本的な改

善を図っていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※割合は③利用しにくい、④とても利用しにくいとお答えの方（230名）を分母としている。 

＜ヒアリング調査結果：駅周辺道路の歩きやすさ（図１）＞ 

※割合は③歩きにくい、④とても歩きにくいとお答えの方（276名）を分母としている。 

＜ヒアリング調査結果：駅利用のしやすさ（図２）＞ 

資料：平成29年府中市調査 

①とても歩きやすい
0.5%

②歩きやすい
30.5%

③歩きにくい
65.3%

④とても歩きにくい
3.8%

①とても利用

しやすい

4.0%

②利用しやすい
38.5%③利用しにくい

54.5%

④とても利用

しにくい
3.0%

50.9%

37.8%

16.5%

14.8%

14.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通路や階段が狭い

ホームが狭い

エレベーターが利用しにくい

構内に待ち合わせなど

滞留空間がない

北西側から駅にアクセス

しにくい

47.5%

46.7%

36.6%

33.0%

15.6%

8.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

道路や歩道が狭くて危険

舗装や段差等、バリアフリー

対応が不十分

跨線橋が狭い、傾斜が急

など利用しにくい

商店街に車や自転車が

錯綜して危険

駅前に待ち合わせ等の

滞留空間がない

京王線の踏切待ちがあり不便

こ 
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３ 分倍河原駅周辺地区の課題 
分倍河原駅周辺地区における交通基盤の整備に当たり、当該地区の課題を次のとおり端末

交通手段ごとに整理しました。 

(1)歩行者交通 

●自動車・自転車・歩行者の混在への対応及び駅へのアクセス性の改善 

・駅北側からのアクセス動線である商店街（幅員約 5.5ｍ）では、歩行者と自動車が狭い道

路空間に混在（①） 

・駅南側からのアクセス動線である跨
こ

線橋（幅員約 2.0～4.0ｍ）は、昭和 53 年に南武線の

ホーム延伸に伴い踏切を解消するために設置したもので、勾配がバリアフリーの基準に

適合しておらず、老朽化も進展（②） 

・地区北西側住宅地から駅への経路は、道路が狭隘
あい

で見通しが悪く、また、京王線の踏切

の横断が必要（③④） 

●主要道路における不十分な歩行者空間への対応 

・駅周辺の主要な道路では、電柱や樹木等により歩道の有効幅員が不足（⑤） 

●駅北側に広場空間がなく、混雑する駅前空間の改善 

・駅北側の駅前に人が溜
た

まれる安全で広い空間がなく、南北を往来する歩行者や駅利用者

で混み合う状況が見られ、緊急車両の転回も困難（⑥） 

(2)自転車交通 

●自転車走行空間の未整備箇所への対応 

・駅周辺の自転車走行空間が未整備の道路では、自転車に関連する交通事故が発生（⑦） 

●駅前空間等における自転車利用の在り方 

・跨
こ

線橋では自転車と歩行者が混在し、歩行者の多い商店街では自転車と歩行者の輻輳
ふくそう

に

より危険な状況（①②） 

(3)公共交通 

●鉄道：ラッシュ時の駅の混雑、輻輳
ふ く そ う

した構内動線への対応 

・駅乗降客の増加により、ホーム階段や地下通路では、特に朝のラッシュ時の混雑が著し

く、駅構内の混雑緩和、動線の整序化など、駅利用者の利便性・快適性の向上が課題（⑧） 

●バス・タクシー：駅から南側駅前広場や旧甲州街道沿いのバス停へのアクセス性 

・駅や駅北側から南側の駅前広場が視認できず、また、バリアフリー化していない跨
こ

線橋

を渡る必要があり、来訪者には不便な状況 

・駅北側では、旧甲州街道のコミュニティバス停留所とも離れていることから、鉄道とバ

スやタクシーとの乗り継ぎ利便性の向上に向けた検討が必要 

(4)自動車交通 

●歩行者を主眼においた駅周辺における自動車交通対策 

・南側駅前広場前の道路（都市計画道路３・４・６号線）では、一般車による送迎利用が多

く、交通安全上の対策が必要（⑨） 
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⑧駅構内 

＜課題箇所位置図＞ 

②跨
こ

線橋 ③駅へのアクセス道路 

④京王線踏切 ⑥分倍河原駅 ⑤分梅通り 

①商店街 

⑦ 

⑤ 

③ ① 

⑥ 

分倍河原駅 

⑦ 
⑨ 

⑧ 

② 

：府中崖線 

高低差 

1.00 以上～2.00 未満 
4m 未満の市道の幅員

3.00 以上～4.00 未満 

2.00 以上～3.00 未満

鉄道横断箇所 

（踏切・跨
こ

線橋・立体交差） 

④ 

⑨南側駅前広場 ⑦市道 4-139 号 
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第 3 章 対象地区の将来像に向けた戦略 

１ 分倍河原駅周辺地区の将来像 

近い将来、府中市も人口減少に転じるとともに、加速度的に高齢化の進展が見込まれ、将

来の人口変化を見据え、持続可能なまちづくりが求められている中、分倍河原駅周辺地区に

おいても、これらの社会潮流を踏まえたまちの基盤整備を進める必要があります。 

そこで、市マスタープラン等の位置付けに基づき、分倍河原駅周辺地区の目指すべき将来

像とまちづくり方針を次のとおり設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆分倍河原駅周辺地区の将来像 

 
「にぎわいがつながり・ひろがる 

歩行者中心の 人に優しい コンパクトなまち」 
 

方針１:生活サービスが整い、多くの人たちでにぎわうコンパクトなまち 

安 全 
便 利 

安らぎ 
快適 

方針２:誰もが安全・便利に移動できる歩行者中心のまち 

方針３:交流や憩いの場があり、安らぎを感じられる人に優しい快適なまち 

◆地区の課題 
 
 

【歩行者交通】 
・駅へのアクセス性の改善 
・主要道路における不十分な歩行者空間への対応 
・利用者動線が交錯する駅前空間の改善 

【自転車交通】 
・自転車走行空間の未整備箇所への対応 
・駅前空間等における自転車利用の在り方 

【公共交通】 
・鉄道:ラッシュ時の駅の混雑、輻輳

ふ く そ う

した構内動線への対応 
・バス・タクシー:駅と駅前広場やバス停とのアクセス性 

【自動車交通】 
・歩行者中心の駅周辺における自動車交通対策 
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２ 分倍河原駅周辺地区の戦略目標 

市マスタープラン等の上位計画に基づき設定した分倍河原駅周辺地区の将来像を実現する

ため、当該地区の地域特性や地区が抱える現状の課題を踏まえて、分倍河原駅周辺地区の戦

略目標を次のとおり設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆将来像を実現するための戦略目標 交 通 

 

 

 
歩行者の安全・安心が
守られている 

回遊性が高まり、にぎ
わいが広がっている 

駅 周 辺 に 安 全に 自 転
車でアクセスできる 

目標が達成された姿 【目標１】 
安全・安心して歩いて楽しめる 
駅周辺地区・駅前空間の形成 

・安全・安心な歩行者ネットワークを確
保し、自動車流入を抑制した駅周辺地
区を形成します。 

・回遊性の高いアクセス動線を確保し、
安らぎが感じられ、交流や憩いが創出
される駅前空間を形成します。 

 

歩行者と共存して、自転
車が利用されている 

便利・快適に公共交通
等が利用できる 

【目標２】 
安全・便利に利用でき、歩行者と 
共存し得る自転車利用環境の充実 

・自転車走行空間が確保・明示された安全
な自転車ネットワークを形成します。 

・歩行者の安全確保と自転車利用者の利便
性に留意した自転車利用環境を形成して
いきます。 

【目標３】 
利便性・快適性・分かりやすさを 
備えた駅・交通基盤への改良 

・安全・便利に公共交通を利用できるよ
う、利便性と快適性を高める駅改良を
促進するとともに、公共交通の乗り継
ぎが分かりやすく、快適に利用できる
交通基盤を整えていきます。 
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３ 戦略目標の達成に向けた施策 

【目標１】安全・安心して歩いて楽しめる駅周辺地区・駅前空間の形成 

【目標が達成された姿】 ◆歩行者の安全・安心が守られている 
 ◆回遊性が高まり、にぎわいが広がっている 

(1) 基本的な考え方 
歩行者の安全確保を第一としながら、商店街や商業施設のにぎわいを創出できるよう、

安全確保を図りつつ、回遊性の高い駅前空間を形成します。 

 にぎわい軸 :商店街～駅～駅前広場～商業・業務施設を結ぶ、地区の根幹となる歩行者軸 

・誰もが安全に利用できるとともに、にぎわいの連続性が確保されるよう、買い物客等が

快適に楽しめ、来訪者にも分かりやすい動線とします。 

 生活軸 :駅周辺の住宅地等から駅前空間にアクセスする、日々の生活を支える歩行者軸 

・誰もが安全に利用できる道路・通路とします。 

 駅前空間 :住民や来訪者を迎え入れる玄関口・まちの顔 

・多様な人々のにぎわいや憩いの場となり、にぎわい軸や生活軸、駅との結節点として、

安全かつ便利に利用できる空間とします。 

 外周道路 :地区の外周を取り巻く幹線道路の歩行者軸 

・誰もが安全に利用できる歩道空間を備えた道路とします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜歩行者ネットワーク概念図＞ 

NN

分倍河原駅 
駅前空間 

0 75 150 300（m）

N
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(2) 施策の展開 

◆ にぎわい軸 の形成に向けた施策 
【施策 1-1】南北自由通路の再整備 

・南北方向の高低差による不便さを解消するとともに、バリアフリー基準に適合してい

ない既存の跨
こ

線橋を撤去し、歩行者ネットワークとしてゆとりある幅員を確保した南

北自由通路を再整備します。その際は、溜
た

まり空間の整備や分倍河原駅の改良と整合

がとれた位置に整備します。 

・駅前での動線の屈曲を改善し、商店街から南側駅前広場の見通しを確保します。 

【施策 1-2】商店街における歩行者の安全確保 
・地元協議会や商店会等と協議・調整の上、商店街への自動車乗り入れ時間帯規制や、

荷捌
さば

き車両用の路外駐車場の確保等、商店街における自動車通行を抑制し、歩行者の

安全を守る事業を実施します。 

【施策 2-3】南北自由通路等における自転車押し歩きの促進 ※目標２に記載 

◆ 生活軸 の形成に向けた施策 
＜駅北側＞ 

【施策 1-3】駅へのアクセス道路の拡幅・整備 
・駅北西部における駅へのアクセス道路について、歩行者通行の安全性確保のほか、災

害時における避難救助活動の経路確保など防災性の向上を図るため、道路拡幅整備事

業を実施します。 

【施策 1-4】東西自由通路の新設 
・駅北西部と駅とのアクセス動線において、交通円滑性の課題への対策を講じるため、

歩行者ネットワークを形成する東西自由通路を整備します。その際は、分倍河原駅の

改良と整合を図るとともに、踏切道の閉鎖を検討します。 

＜駅南側＞ 
【施策 1-5】生活道路における歩行者環境の充実（完了） 

・駅南側の生活道路（市道 4-159 号）において歩行者環境の充実を図るため、自動車の 

速度を抑制するしつらえや歩行者の安全対策等、通過交通に対する取組を行います。 

・都市計画道路３･４･６号線について、駅周辺まちづくりにおける生活軸（市道 4-159

号）の形成に向けた取組や広域の都市計画道路ネットワークの在り方等の観点から、

周辺既存道路の整備等と併せて計画の再検討を行います。 

◆ 駅前空間 の形成に向けた施策 
【施策 1-6】駅直近への溜

た
まり空間の確保 

・災害時における救援活動や待機場所となる空間を確保し、防災性の向上を図るととも

に、交流や憩いが創出される駅前空間を形成するため、緊急車両の転回スペースなど

にも配慮しながら、安全で快適な歩行者のための溜
た

まり空間を整備します。 

◆ 外周道路 の形成に向けた施策 
【施策 1-7】歩行者空間の確保（一部完了） 

・分梅通り（幅員８ｍ）については、既存の道路空間の中で断面構成や幅員の見直しの 

ほか、植栽の配置や樹種の見直しを行うことで、安全な歩行者空間を可能な限り確保 

し、バリアフリー化など歩行者に配慮した整備を行います。 

・市道 4-139 号（幅員 7.5ｍ）については、道路拡幅を伴う道路改良の実施により、安全

な歩行者空間を確保し、バリアフリー化など歩行者に配慮した整備を行います。 
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【目標２】安全・便利に利用でき、歩行者と共存し得る自転車利用環境の充実 

【目標が達成された姿】 ◆駅周辺に安全に自転車でアクセスできる 
 ◆歩行者と共存して、自転車が利用されている 

(1) 基本的な考え方 
広域から駅周辺に自転車で安全にアクセスできる自転車ネットワークを確保しつつ、歩

行者の安全性を確保するため、自転車駐車場の適正配置や各種ソフト施策を展開します。 

 

 自転車アクセス動線 :駅周辺から自転車駐車場へのアクセス動線 
・駅周辺の自転車駐車場等に安全にアクセスでき、歩行者の主要動線と錯綜しない動線と

します。 

 自転車駐車場  
・自転車利用者の利便性に配慮するとともに、自転車アクセス動線に面した位置に配置さ

れた自転車駐車場とします。 

 にぎわい軸 :商店街～駅～駅前広場～商業・業務施設を結ぶ、地区の根幹となる歩行者軸 
・買い物客等の歩行者が安全・快適に楽しめ、自転車と歩行者が共存できる動線とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自転車ネットワーク概念図＞ 

 
N

自転車 
駐車場 

自転車 
駐車場 

分倍河原駅 

自転車 
駐車場 

0 75 150 300（m）

 
N
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(2) 施策の展開 

◆ 自転車アクセス動線 の形成に向けた施策 

【施策 2-1】自転車走行空間の確保・明示（一部完了） 
・分梅通り（幅員８ｍ）については、植栽の配置や樹種の見直しを行うことで歩行者空 

間を確保しつつ、自転車走行空間を明示する等、既存の道路幅員の中で安全性の向上 

を図ります。 

・市道 4-139 号（幅員 7.5ｍ）については、道路拡幅や道路空間の再配分により、歩行者

動線と切り離され、安全に自転車が通行できる空間（幅員）を確保する事業を実施し

ます。 

◆ 自転車駐車場 に係る施策 

【施策 2-2】自転車駐車場の移転・再配置 
・駅周辺地区内を自転車ができる限り通過しないよう、自転車アクセス動線に面した位

置に自転車駐車場を適正に配置します。 

・既設の南北跨
こ

線橋に直結した駅南自転車駐車場については、自由通路の再整備に併せ

て移転・再配置を行います。 

・駅南自転車駐車場の整備に当たっては、同自転車駐車場の混雑状況や駅周辺の自転車

駐車場の利用実態を鑑み、適正な規模を備え、かつ、駅周辺の歩行者動線と交錯しな

い適正な位置に配置します。 

◆ にぎわい軸 の形成に向けた施策 

【施策 2-3】南北自由通路等における自転車押し歩きの促進 
・にぎわい軸における歩行者の安全性を確保・向上させるべく、南北自由通路や商店街

における自転車押し歩きのルール化の是非や周知の在り方等について、地元の協議会

や商店会等と協議・調整を行い、南北自由通路の整備と併せて自転車の押し歩きを促

進します。 
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【目標３】利便性・快適性・分かりやすさを備えた駅・交通基盤への改良 

【目標が達成された姿】 ◆便利・快適に公共交通等が利用できる 

 

(1) 基本的な考え方 
誰もが利用しやすい駅へ改良するとともに、バスやタクシーを便利で快適に利用できる

よう、必要な交通基盤を整えます。 

 

 分倍河原駅  
・南武線と京王線の乗り換えがスムーズにでき、機能的で誰にも分かりやすく、利便性の

高い駅空間の形成を進めます。 

 交通基盤  
・公共交通の乗り継ぎが分かりやすく、快適に利用できる交通基盤を整えていきます。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

＜公共交通概念図＞ 

NN

0 75 150 300（ m ）

0 75 150 300（ m ）

0 75 150 300（ m ）

分倍河原駅 

駅前広場 

0 75 150 300（ m ）

75 150 300（ m ）
0 75 150 300（m）
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(2) 施策の展開 

◆ 分倍河原駅 に係る施策 

【施策 3-1】駅舎とまちの整合 
・鉄道事業者と連携・調整を行い、駅改良の実現と自由通路及び広場整備などまちづく

りとの整合を図ります。その際は、駅・自由通路・広場等の整備において、全ての人が

快適に利用することができる歩行者ネットワークを形成し、地区全体の回遊性の向上

を図ります。 

◆ 交通基盤 に係る施策 

【施策 3-2】南側駅前広場の再整備・位置付けの検討 
・再整備を行う南北自由通路や移転・再配置を行う自転車駐車場の配置と整合し、バス・

タクシーが快適に利用できる、南側駅前広場を再整備します。 

・現在、道路上で一般車による送迎がなされているため、車椅子利用者等の移動制約者

への対応として、駅前広場内に一般車乗降場を整備するなど路上駐車への対策を講じ

ます。 

・再整備に当たっては、都市計画道路３･４･６号線※１の在り方検討の結果を踏まえ、駅

周辺の道路ネットワークと整合が図られ、かつ、当該地区のまちづくりとの連携・連

担を主眼に置いて位置付けを検討します。 

 

 上記の施策と併せ、鉄道とバス・タクシーの乗り継ぎの利便性を高めるため、目標１に

記載した次の施策を展開します。 

【施策 1-1】南北自由通路の再整備 

【施策 1-3】駅へのアクセス道路の拡幅・整備 

【施策 1-4】東西自由通路の新設 
・円滑かつ安全にバスなどへの乗り継ぎをしやすくするため、東西自由通路を新設し、

バリアフリールートを確保します。 

【施策 1-6】駅直近への溜
た

まり空間の確保 
・交通基盤の位置や乗り継ぎに必要な情報が駅直近で入手できるよう、案内表示等に配

慮した空間を整備します。 

  ※１： 都市計画道路３・４・６号線は、「東京における都市計画道路の整備方針 

（第四次事業化計画）」において「計画内容再検討路線」に位置付けられ、 

分倍河原駅周辺地域の基盤整備を含めたまちづくりの検討の中で、周辺の既 

存道路の整備などと併せて当該路線の在り方を検討するとされています。 
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凡例： 

４ 実施プログラム 

施策の展開に当たっては、早期に取り組める施策から順次展開していくという視点と、

段階的かつ連鎖的に施策を展開し、目指すべき将来の地区構造（歩行者・自転車ネット

ワーク及び駅・交通基盤の配置）に戦略的に近づけていくという視点から、次のとおり、

２つのステップにより実施します。 

 

ステップ１では、道路拡幅や自転車駐車場の再配置等、ステップ２で行う大規模改修

の前に完了しておくべきハード整備のほかソフト対策を実施します。 

 

 

ステップ２では、駅へのアクセス道路の拡幅・整備のほか、自由通路や駅直近の広場

空間の整備、駅舎の改良等、大規模改修を伴う整備を一体的かつ段階的に実施し、新た

な拠点の形成を促します。 

＜実施プログラム＞ 

 

  

注：施策の進捗状況により変更となる場合があります。 

ステップ２:大規模改修を伴う新たな拠点の形成 [令和 10 年度から 18 年度まで] 

検討・協議等 

 

調査・設計・用地取得等 

 

整備・対策実施 

ステップ１:ハード整備を伴う既存機能の拡充・再編 [令和９年度まで] 
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5 分倍河原駅周辺地区における施策の取組状況 
課題の解決に向けて、平成 30（2018）年５月に策定した交通戦略に基づき、次のような基盤

整備施策を進めてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【3-2】 

南側駅前広場の再整備 

R2：基本設計 

 

＜施策位置図＞ 

駅改良及び駅前の 

基盤整備 

まちづくりルールの
検討 

 
道路整備  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
分倍河原駅周辺地区 

 

【1-7、2-1】 

市道４－１３９号の改良 

R2：現況測量  

R3：予備設計  

R4：路線測量 

R5：詳細設計 

R6：用地交渉 

 

 

 

北西側住宅区域 

凡 例 

 

【1-7、2-1】 

分梅通りの改良（完了） 

R2：現況測量 

予備設計 

R3：詳細設計 

R4：歩道整備、自転車 

ナビマークの標示 

などを実施 

【1-3】 

駅へのアクセス道路の

拡幅・整備 

R3：予備設計  

R5：路線測量 

R6：詳細設計 

【1-2、2-3】 

まちづくりルールの検討 

（北西側住宅区域・商店街 

区域） 

R1：地区の現状と課題の 

整理 

R2：まちづくり誘導計画

の方向性の検討 

R3：まちづくりの目標の 

検討 

R4：具体的なルールの検討 

R5：ルールの検討状況の

周知・意見聴取 

R6：にぎわいづくりの 

     検討 

【1-5】 

市道４－１５９号の改良（完了） 

R2：車両の速度抑制のため 

の路面標示を実施 

【1-1、1-4、1-6、3-1】 

自由通路、溜
た

まり空間及び 

駅舎の整備 

R１～2：計画案の検討 
R3    ：計画案の決定 
R4    ：基本協定の締結 

R５～6：基本設計 
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第 4 章 評価とその後の展開 

１ 評価指標の設定 

(1) 評価指標及び目標値 

対象地区における戦略目標の達成度合いを定量的に把握、評価する必要があることから、

次の①～⑧の評価指標を定め、各々に目標値を設定した上で、検証・評価を行います。 

① まちの拠点整備に関する満足度 

分倍河原駅周辺における各施策の実施による総合的な効果について、定量的に評価を

するための指標を設定します。 

【改定時】 総合計画に関する市民意識調査における分倍河原駅周辺地区の近隣（美好

町・分梅町・片町）在住者が回答した、まちの拠点整備に関する満足度（「そ

う思う」、「ややそう思う」の割合）は 54.2％でした。 

      【データ元：令和５年度府中市総合計画に関する市民意識調査結果】 

【 目 標 値 】ステップ２完了時（令和 18 年度末）には、駅舎や駅周辺の基盤整備を進め

ることにより、基盤整備等が進められた本市の中心拠点である府中駅周辺

と同様に、満足度を 62％以上とすることを目指します。 

 

② 歩行者交通環境の満足度 

歩行者と自転車が共存しながら、歩行者の安全・安心が守られるとともに、商店街を

始めとして人々のにぎわいが広がっている姿について、定量的に評価をするための指標

を設定します。 

【当初】 分倍河原駅周辺において平成 29 年に実施した利用者ヒアリング調査（400

人対象）では、「とても歩きやすい」「歩きやすい」と回答した割合は、約

31％でした。 【データ元：市独自調査による利用者ヒアリング】 

【 目 標 値 】ステップ２完了時（令和 18 年度末）には、この割合を増加させ、「とても

歩きやすい」「歩きやすい」の割合を 65％以上とすることを目指します。 

 

③ 歩行者交通事故の件数 

歩行者の安全・安心が守られている姿について、定量的に評価をするための指標を設

定します。 

【当初】 分倍河原駅周辺地区内における平成 24～28 年の５年で、歩行者の交通事故

は 11 件でした。（５年平均 2.2 件/年） 

【データ元：警視庁資料】 

【 目 標 値 】ステップ１完了時（令和９年度末）には、この件数を０件にすることを目

指します。 
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④ 商店街の歩行者数 

歩行者が安全に・安心して楽しめる環境の整備や地区南側の商業施設との連携等によ

り、駅周辺地区を人々が回遊し、商店街に多くの人が訪れている姿について、定量的に

評価をするための指標を設定します。 

【当初】 分倍河原駅北側の商店街において平成 28 年度に実施した調査では、歩行者

交通量は 18,004 人（平日 14 時間調査）でした。 

【データ元：市独自調査による歩行者交通量調査】 

【 目 標 値 】ステップ２完了時（令和 18 年度末）には、地区南側から商店街へ買い物客

を誘導すること等により、商店街の歩行者数を 3％以上増加させることを

目指します。 

⑤ 自転車駐車場利用の状況 

いつでも安全に自転車を利用して駅周辺にアクセスできる姿について、定量的に評価

をするための指標を設定します。 

【当初】 分倍河原駅南自転車駐車場においては、駅に近いため定期利用が満車であ

り、かつ、待ち人数が約 200 人（平成 29 年７月現在）である一方、他の市

営自転車駐車場では定期利用に空きがある状況です。 

【データ元：市資料（定期待ち人数及び自転車駐車場の一日平均利用率）】 

【 目 標 値 】ステップ１完了時（令和９年度末）には、自転車駐車場を適正に再配置し、

かつ、必要な規模を確保するとともに、利用率の平準化を図ることにより、

定期利用の待ち人数をゼロとし、かつ、それぞれの駐車場の利用率を市の

平均利用率よりも高い 75％以上とすることを目指します。 

 

⑥ 商店街の自転車数 

歩行者と共存して自転車が利用されている姿について、定量的に評価をするための指

標を設定します。 

【改定時】 令和５年度に実施した歩行者交通量のピーク時（6：30～9：30）における

自転車押し歩き実態調査では、押し歩きを行っている自転車の割合は約

４％でした。 

【データ元：市独自調査による歩行者交通量調査】 

【 目 標 値 】ステップ２完了時（令和 18 年度末）には、地元の協議会や商店会等と協議・

調整を行い、分倍河原駅北口の商店街における自転車押し歩きのルール化、

南北自由通路及び溜
た

まり空間を歩行者専用道路として整備すること等によ

り、押し歩きを行っている自転車の割合（押し歩き率）を 75％以上とする

ことを目指します。 
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⑦ 自駅乗降客数 

利便性・快適性・分かりやすさを備えた駅・交通基盤への改良による効果について、

定量的に評価をするための指標を設定します。 

【改定時】 令和５年度に実施した交通量調査では、分倍河原駅の自駅乗降客数は、

33,901 人（始発～終電）でした。 

【データ元：市独自調査による自駅乗降客数調査】 

【 目 標 値 】ステップ２完了時（令和 18 年度末）には、駅改良や交通基盤整備等、公共

交通によるアクセス性の向上及び分倍河原駅周辺の商店街等の機能強化を

図ることに加え、コロナ禍の働き方等の変化に伴い大幅に減少した乗降客

数が徐々に回復傾向であることより、分倍河原駅の自駅乗降客数を 10％以

上増加させることを目指します。 

⑧ 適合していないスロープの箇所数 

鉄道とバス・タクシーの乗り継ぎを誰もが安全かつ快適に利便性良く利用できる姿に

ついて、定量的に評価をするための指標を設定します。 

【当初】 現在、鉄道と南側駅前広場のバス・タクシーの乗り継ぎを行うためには、

駅南側の跨
こ

線橋を渡る必要がありますが、駅を出てすぐの縦断勾配が 12％

あり、「府中市福祉のまちづくり条例」に定める整備基準を満たしていませ

ん。また、南側のスロープについても、同様に基準を満たしていません。             

【データ元：市独自調査】 

【 目 標 値 】ステップ２完了時（令和 18 年度末）には、鉄道とバス・タクシーの乗り継

ぎ経路におけるバリアフリー環境を完全に整えることを目指します。 
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(2) 評価指標と目標値及び各施策との関係 

(1)で設定した目標値について、本交通戦略では、ステップ１については令和９年度末、

ステップ２については令和 18 年度末までとしています。これを踏まえて、評価指標と目標

値及び評価指標と各施策の関係性を整理すると、次表のようになります。 

 

 
 
 
 
 

 
 
 

戦略目標 

 

評価指標 

   

目標が達成

された姿 
現況値 

ステップ 1 完了時

の目標値 

ステップ 2 完了時 

の目標値 

包 括 指 標 

①まちの拠点 

整備に関する 

満足度 

R5 54.2％ 57％以上 62％以上 

目標１ 

安全・安心して

歩いて楽しめる

駅周辺地区・駅

前空間の形成 

歩 行 者 の

安全・安心

が 守 ら れ

ている 

②歩行者交通 

環境の満足度 
H29 

歩きやすい 

31％ 

歩きやすい 

37％ 

歩きやすい 

65％以上 

③歩行者交通 

事故の件数 

H24～ 

H28 の 

平均 

2.2 件 0 件 0 件 

回 遊 性 が

高まり、に

ぎ わ い が

広 が っ て

いる 

④商店街の歩行 

者数 
H28 

18,004 人 

（H28 駅北側 

 平日 6：30～

20：30） 

1％以上の増加 

（約 18,200 人） 

3％以上の増加 

（約 18,500 人） 

目標２ 

安全・便利に利

用でき、歩行者

と共存し得る自

転車利用環境の

充実 

駅 周 辺 に

安 全 に 自

転 車 で ア

ク セ ス で

きる 

⑤自転車駐車場

利用の状況 

H29 

待ち人数：200 人 

利用率： 

 

114％（北第２） 

108％（南） 

待ち人数：0 人 

各駐車場の利用率 

：75％以上 

待ち人数：0 人 

各駐車場の利用率 

：75％以上 

歩 行 者 と

共存して、

自 転 車 が

利 用 さ れ

ている 

②歩行者交通 

環境の満足度 
H29 

歩きやすい 

31％ 

歩きやすい 

37％ 

歩きやすい 

65％以上 

⑥商店街の自転

車数 
R5 押し歩き率 4％ 押し歩き率 25％ 

押し歩き率 75％ 

以上 

目標３ 

利便性・快適性・

分かりやすさを

備えた駅・交通

基盤への改良 

便利・快適

に 公 共 交

通 等 が 利

用できる 

⑦自駅乗降客数 R5 33,901 人 
3.5％以上の増加 

（約 35,100 人） 

10％以上の増加 

（約 37,300 人） 

⑧適合していな

いスロープの

箇所数 

H29 ２か所 ２か所 ０か所 

＜評価指標と目標値＞ 

29％（北） 
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 施 策 

 1-1 1-2 1-3 1-4 1-5 1-6 1-7 2-1 2-2 2-3 3-1 3-2 

 

南
北
自
由
通
路
の
再
整
備 

商
店
街
に
お
け
る
歩
行
者
の 

安
全
確
保 

駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の 

拡
幅
・
整
備 

東
西
自
由
通
路
の
新
設 

生
活
道
路
に
お
け
る
歩
行
者 

環
境
の
充
実 

駅
直
近
へ
の
溜
ま
り
空
間
の 

確
保 

歩
行
者
空
間
の
確
保 

自
転
車
走
行
空
間
の
確
保
・
明
示 

自
転
車
駐
車
場
の
移
転
・
再
配

置 南
北
自
由
通
路
等
に
お
け
る 

自
転
車
押
し
歩
き
の
促
進 

駅
舎
と
ま
ち
の
整
合 

南
側
駅
前
広
場
の
再
整
備
・ 

位
置
付
け
の
検
討 

評価指標 

 

 

  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

 

 
〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇  ◎   

 
 〇 〇  〇  ◎   〇   

 
◎ 〇 〇 〇  〇       

 
       〇 ◎    

 

 
 〇  ◎  〇  〇  ◎   

      〇     ◎ 〇 

 

 

 

◎   〇  〇     〇 〇 

④商店街の歩行

者数 

⑥商店街の自転

車数 

＜評価指標と施策の関係性＞ 

①まちの拠点整

備に関する満

足度 

②歩行者交通環

境の満足度 

③歩行者交通事

故の件数 

⑤自転車駐車場

利用の状況 

⑦自駅乗降客数 

⑧適合していな

いスロープの

箇所数 
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２ 交通戦略の推進（事後評価）について 

(1) PDCA サイクルによる推進 

交通戦略（PLAN）を効果的かつ効率的に展開していくためには、施策を着実に実施（DO）

するとともに、実施後には適切な評価（CHECK）と、これに基づく柔軟な見直し（ACTION）、

すなわちＰＤＣＡサイクルの実行が重要です。 

このため本交通戦略では、先に示した評価指標を定期的に測定することにより、施策実施

の効果の確認と、今後の施策展開に向けた見直しを行い、必要に応じて本交通戦略の改定を

行うこととします。また、各施策の進捗により必要に応じて適宜評価を実施してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 推進体制 

本交通戦略の推進に当たり、住民ニーズを的確に把握しながら、地元協議会を始め交通

事業者や関係機関等と密接に連携し、各主体との協働により着実に進めてまいります。そ

のため、ＰＤＣＡサイクルの実行に当たっては、学識経験者、交通事業者、道路管理者、

交通管理者等により構成された府中市都市・地域交通戦略（分倍河原駅周辺地区）推進協

議会を中心に、庁内の関係組織とともに推進体制の役割を担います。 

  

PLAN 
交通戦略の策定 

DO 
交通戦略の実行 

CHECK 
交通戦略の評価 

ACTION 
交通戦略の見直し 

【現在】本交通戦略 

おおむね５年毎に評価・見

直しを行い、必要な改定を

行います 
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(1) 府中市都市・地域総合交通戦略検討協議会 

■協議会の役割 

 協議会では、まちづくりを一体的・総合的に推進するため、地方公共団体、交通事業者、関

係機関など多様な関係者が参画し、交通戦略の策定を行います。 

 

■委員名簿 

区 分 
協議会 

の役職 
氏 名 役 職 

学識経験を有する者 会長 森本 章倫 早稲田大学理工学術院教授 

公共交通事業を行う

者及び公共交通関係

団体の構成員 

委員 原 清 東日本旅客鉄道㈱八王子支社総務部企画室担当課長 

委員 志賀 英介 京王電鉄㈱鉄道事業本部計画管理部計画担当課長 

委員 田崎 達久 京王電鉄バス㈱運輸営業部乗合事業担当課長 

委員 小池 毅 一般社団法人東京ハイヤー・タクシー協会業務部長 

関係行政機関の職員 

委員 谷崎 馨一 東京都都市整備局都市基盤部交通企画課長 

委員 澤井 正明 東京都都市整備局都市基盤部街路計画課長 

委員 野末 光弘 東京都建設局北多摩南部建設事務所補修課長 

委員 脇本 史雄 警視庁府中警察署交通課長 

府中市の職員 

委員 深美 義秋 府中市都市整備部長 

委員 塚田 雅司 府中市都市整備部次長兼土木課長 

委員 楠本俊二郎 府中市都市整備部まちづくり担当副参事兼計画課長 

委員 松村 秀行 府中市都市整備部管理課長 

委員 市川 直次 府中市生活環境部地域安全対策課長 

任期：平成 29 年４月１日から平成 30 年３月 31 日まで 

 

■開催概要 

開催回 開催年月日 

第１回 平成 29 年６月９日 

第２回 平成 29 年８月 28 日 

第３回 平成 29 年 10 月３日 

第４回 平成 29 年 10 月 30 日 
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(2) 府中市都市・地域交通戦略（分倍河原駅周辺地区）推進協議会 

■協議会の役割 

 協議会では、まちづくりを一体的・総合的に推進するため、地方公共団体、交通事業者、関

係機関など多様な関係者が参画し、交通戦略の施策の推進・評価を行います。 

 

■委員名簿 

区 分 
協議会 

の役職 
氏 名 役 職 

学識経験を有する者 
会長 森本 章倫 早稲田大学理工学術院教授 

副会長 大門 創 國學院大學観光まちづくり学部准教授 

関係行政機関の職員 

委員 関澤 貴史 国土交通省関東地方整備局建政部都市整備課長 

委員 市野 将英 国土交通省関東運輸局交通政策部交通企画課長 

委員 嶋澤 俊之 東京都都市整備局都市基盤部交通計画調整担当課長 

委員 桂 健太郎 東京都都市整備局都市基盤部街路計画課長 

委員 野田 聡 東京都建設局北多摩南部建設事務所補修課長 

委員 中原 幹 警視庁府中警察署交通課長  

公共交通事業を行う

者及び公共交通関係

団体の構成員 

委員 倉科 大地 
東日本旅客鉄道㈱八王子支社経営戦略ユニット  

開発調整チームマネージャー 

委員 濁澤 雅 京王電鉄㈱鉄道事業本部計画管理部計画担当課長 

委員 三浦 裕介 京王電鉄バス㈱運輸営業部乗合事業担当課長 

委員 小池 毅 一般社団法人東京ハイヤー・タクシー協会業務部長 

分倍河原駅周辺まちづ

くり協議会の代表者 

委員 山岡 法次 分倍河原駅周辺まちづくり協議会会長 

委員 野口 勉 分倍河原駅周辺まちづくり協議会副会長 

任期：令和５年 10 月 13 日から令和７年３月 31 日まで 

■開催概要 

開催回 開催年月日 

第１回 令和３年５月 10 日 

第２回 令和４年３月１日 

第３回 令和４年７月 22 日 

第４回 令和５年２月 28 日 

第５回 令和５年 10 月 13 日 

第６回 令和５年 12 月 22 日 

第７回 令和６年 7 月 11 日 

第８回 令和６年 10 月２日 
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(3) 分倍河原駅周辺基盤検討会議 

分倍河原駅周辺基盤検討会議は、平成 28 年 10 月から 15 回開催（令和６年７月末時点）

し、本市、東日本旅客鉄道株式会社、京王電鉄株式会社及び東京都をメンバーとし、分倍河

原駅及び自由通路の整備等に向けた検討・協議を行っています。今後も、駅の形態や駅周辺

の都市基盤施設の整備等について協議を進め、交通戦略の施策に位置付けた「駅舎とまちの

整合」を推進していきます。 

 

(4) 分倍河原駅周辺まちづくり協議会 

分倍河原駅周辺地区では、地域が抱える課題を、住民自らの問題としてまちづくりに取り組

むことを目的に、地域住民により平成４年にまちづくり協議会が設置され、まちづくり提案

書を作成するなど、30 年以上にわたり、熱心にまちづくりに取り組んできました。現在の協

議会は、駅周辺の５自治会、２商店会、駅南側商業・業務施設の関係者で構成され、直近の活

動としては、平成 29 年度から協議会を 22 回、本戦略に関する意見交換会を２回開催（令和

６年７月末時点）しており、分倍河原駅周辺地区の生活環境及び商業環境等の向上に向けた

まちづくりの検討において出された意見を踏まえて、本交通戦略を作成するとともに、基盤

整備事業の進捗状況等について意見交換を行いながら、施策・事業を推進しています。 

 

回数 開催年月日 主な内容 

第１回 平成 29 年 11 月 30 日 交通戦略（案）・まちづくり提案書（骨子案）について 

第２回 平成 30 年３月 20 日 交通戦略（案）等に関する意見募集について 

第３回 平成 30 年４月 23 日 意見募集の結果について 

第４回 平成 30 年５月 28 日 まちづくり提案書（案）について 

第５回 平成 30 年６月 28 日 まちづくり提案書（案）に関する説明会について 

第６回 平成 30 年８月９日 説明会の開催結果について 

第７回 平成 30 年９月 13 日 まちづくり提案書（案）について 

第８回 平成 30 年 10 月 30 日 まちづくり提案書の最終決定について 

第９回 令和元年７月 18 日 まちづくり基本計画（仮）について 

第 10 回 令和元年 10 月 31 日 まちづくり基本計画（叩き台）について 

第 11 回 令和元年 12 月９日 まちづくり基本計画（素案）について 

第 12 回 令和２年９月 29 日 まちづくり基本計画の策定報告 

第 13 回 令和３年 10 月８日 まちづくりの進捗状況について 

第 14 回 令和４年３月 15 日 地区計画等検討会・オープンハウスの開催結果について 

第 15 回 令和４年５月 31 日 まちづくりの経緯・駅周辺基盤整備について 

第 16 回 令和４年 10 月 18 日 まちづくりの進捗状況の報告 

第 17 回 令和５年３月 23 日 会長の交代、オープンハウスの開催結果について 

第 18 回 令和５年６月 23 日 溜まり空間の整備に関する意見聴取の報告 

第 19 回 令和５年８月４日 分倍河原駅周辺まちづくりの考え方について 

第 20 回 令和５年 11 月 16 日 分倍河原駅周辺まちづくりの考え方（２）について 

第 21 回 令和６年３月 15 日 まちづくりの進捗状況、来年度の組織体制について 

第 22 回 令和６年５月 30 日 にぎわいづくりの検討体制について 
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(5) 市全体の交通の概況資料 

■府中市における人口予測 

 

 

 

 

 

■市内駅の１日平均乗降人員（人） 

 

 

 

 

  

資料：府中市統計書、京王電鉄、東日本旅客鉄道、西武鉄道資料 

資料：第７次府中市総合計画（令和４年度～令和 11 年度） ※ 令和 2 年までが実績値 

 実績値は各年 4 月 1 日時点の住民基本台帳に基づく 

 平成 17 年（2005 年）、平成 22 年（2010 年）は住民基本台帳と外国人登録の合算値 
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計
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。
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(6) 分倍河原駅周辺地区の特性 

■自駅乗降客調査の結果 

＜調査概要＞ 

□調査実施日：平成 29 年 5 月 30 日（火）：晴れ 

令和 ５年 5 月 31 日（水）：晴れ 

□調査内容 ：○分倍河原駅改札口 乗降歩行者交通量 

・ＪＲ南武線、京王線の各改札口の入・出２方向 

・始発～終電（4：30～翌 1：00）20.5 時間 

○南武線臨時改札口 降車歩行者交通量 

・出１方向 

・臨時改札口利用可能時間（7：30～8：45）1.25 時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜平成 29 年・令和 5 年 時間帯別乗降客数＞ 

＜平成 29 年・令和 5 年 ＪＲ南武線・京王線時間帯別乗降客数＞ 
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■駅端末交通手段分担率の比較 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

   

資料：パーソントリップ調査（H30） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

  

バイク・自転車 徒歩(シニアカー含む)

資料：パーソントリップ調査（H30） 
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(7) 利用者ヒアリング調査の結果 

■調査概要 

【調 査 日】平成 29 年５月 30 日 
【調査方法】駅利用者を対象とした、駅前でのヒアリング調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Q２-１ あなたは、分倍河原駅が利用しやすいと感じていますか？（ひとつ回答） 

Q２-２ Q２-１で③利用しにくい、④とても利用しにくいとお答えの方その理由は何ですか？ 
（複数回答可） 

回答数 割合（％）
①とても利用しやすい 16 4.0%
②利用しやすい 154 38.5%
③利用しにくい 218 54.5%
④とても利用しにくい 12 3.0%

400 100.0%

回答数 割合（％）
通路や階段が狭い 117 50.9%
ホームが狭い 87 37.8%
エレベーターが利用しにくい 38 16.5%
構内に待ち合わせなど滞留空間がない 34 14.8%
北西側から駅にアクセスしにくい 33 14.3%
その他 141 61.3%

※割合はQ2-1で③利用しにくい、④とても利用しにくいとお答えの方（230名）を分母としている。

Q１-１ あなたは、分倍河原駅周辺の道路が歩きやすいと感じていますか？（ひとつ回答） 

Q１-２  Q１-１で③歩きにくい、④とても歩きにくいとお答えの方その理由は何ですか？ 
（複数回答可） 

回答数 割合（％）
①とても歩きやすい 2 0.5%
②歩きやすい 122 30.5%
③歩きにくい 261 65.3%
④とても歩きにくい 15 3.8%

計 400 100.0%

回答数 割合（％）
道路や歩道が狭くて危険 131 47.5%
舗装や段差等、バリアフリー対応が不十分 129 46.7%
跨線橋が狭い、傾斜が急など利用しにくい 101 36.6%
商店街に車や自転車が錯綜して危険 91 33.0%
駅前に待ち合わせ等の滞留空間がない 43 15.6%
京王線の踏切待ちがあり不便 23 8.3%
その他 103 37.3%

※割合はQ1-1で③歩きにくい、④とても歩きにくいとお答えの方（276名）を分母としている。
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(8) 住民アンケート調査の結果 

■調査概要 

【調査区域】分倍河原駅周辺地区（右図） 

【実施期間】平成 28 年９月 16 日～９月 30 日 

【調査対象・方法】 

地区内にお住まいの方（営業の方を含む） 

⇒ポスト投函・郵送回収 

地区内の土地・建物の所有者 

⇒郵送配布・郵送回収 

【回収率等】 

配布数：1,873 部、回収数：685 部 

回収率：36.6％ 
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(9) 施策の考え方 

施策の考え方は次のとおりです。 

今後、地元まちづくり協議会、交通事業者、関係機関等との協議・調整を行いながら、

具体的な整備計画の深度化を図っていきます。 

 

＜施策の概要（想定）＞ 

番号 施 策 整備の考え方 

１-１ 南北自由通路の再整備 

・有効幅員約 5.5ｍ 

・南側の駅前広場にエレベーターを設置し、バリアフリ

ーに対応 

１-２ 
商店街における歩行者の

安全確保 

・商店街への自動車乗り入れ時間帯規制のためのポール

整備等 

・時間帯規制の効果を踏まえた上で、荷捌
さば

き車両用の路

外駐車場の整備を検討 

１-３ 
駅へのアクセス道路の 

拡幅・整備 

・幅員 6.5ｍ以上 

 

１-４ 東西自由通路の新設 
・有効幅員約 3.5ｍ 

・両側にエレベーターを設置しバリアフリーに対応 

１-５ 
生活道路における 

歩行者環境の充実 

【市道 4-159 号】（完了） 

・速度抑制をするための整備 

（交差点等のカラー舗装の整備、注意喚起のサイン整備

等） 

１-６ 
駅直近への溜

た

まり空間の

確保 

・歩道空間と溜
た

まり空間を併せた広場を整備 

１-７ 歩行者空間の確保 

【分梅通り】（完了） 

・歩道上の植栽を見直し、歩道空間を拡幅 

【市道 4-139 号】 

・道路拡幅し、歩道空間を拡幅 

・幅員構成の見直し 

２-１ 
自転車走行空間の確保・

明示 

【分梅通り】及び【市道 4-139 号】 

・施策１-７と併せ、車道内に自転車ナビマークを整備 

２-２ 
自転車駐車場の移転・再

配置 

・駅南側において現状の収容台数（自転車約 700 台、原

動機付き自転車約 50 台）以上の自転車駐車場を整備 

２-３ 
南北自由通路等における

自転車押し歩きの促進 

・南北自由通路の整備に併せ、注意喚起のためのサイン

及び音声案内機器を整備 

３-１ 駅舎とまちの整合 
・駅舎、ラチ外コンコース、自由通路の配置を考慮した

位置 

３-２ 
南側駅前広場の再整備・ 

位置付けの検討 

・南北自由通路や自転車駐車場の整備と併せ、バス、タ

クシー及び一般車の乗降場を備えた駅前広場にレイア

ウト変更 

 

 

  

注：関係者協議状況等を踏まえ、施策の概要について見直す可能性があります。 
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【施策 1-1】南北自由通路の再整備における幅員設定の考え方 
「道路の移動等円滑化整備ガイドライン」や「道路構造令」に則るとともに、将来の

歩行者交通量等を踏まえ、自由通路の幅員を設定します。 

南北自由通路は、既存の跨
こ

線橋が朝のピーク時に 2,448 人/時の通行のある「歩行者

の交通量の多い」通路であることから、歩行者のための歩道として、安全に通行できる

幅員を確保します。また、南北自由通路は、夕方のピーク時に 108 台/時の自転車が通

行する通路として、自転車のための空間を確保します。なお、当該区間は、電車到着時

等において、歩行者の流動が集中することが想定されるため、歩行者との錯綜を避ける

とともに安全性に配慮し、自転車を押し歩きする幅員として、歩道とは別に幅員を確保

します。 

これに側方余裕を加え、有効幅員として設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策 1-4】東西自由通路の新設における幅員設定の考え方 
南北自由通路の幅員設定の考え方と同様に、東西自由通路は、既存の踏切が朝のピー

ク時に 951 人/時の通行のある「歩行者の交通量の多い」道路であることから、歩行者

のための歩道として、安全に通行できる幅員を確保します。 

これに側方余裕を加え、有効幅員として設定します。 

なお、当該区間近くの踏切では、夕方のピーク時に 68 台/時の自転車が通行します

が、旧甲州街道の踏切への迂回を考慮し、自転車のための幅員は設けないこととしま

す。 

 

 

 

 

  

資料：平成 28 年府中市調査 

資料：平成 28 年府中市調査 

跨
こ

線橋 交通量調査 

踏切 交通量調査 

歩行者 自転車(押し歩き) 
側方 
余裕 

側方 

余裕 

歩行者 
側方 
余裕 

側方 
余裕 
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【施策 1-6】駅直近への溜
た

まり空間の確保における必要規模の考え方 
「駅前広場計画指針（建設省都市局都市交通調査室監修）」における算定式（98 年式）

に基づき、「南側駅前広場」と「北東側広場」の機能分担を前提とし、駅直近への溜
た

まり

空間の必要規模の検討を行います。 

 

■検討の流れ 

 

北東側広場 南側駅前広場 

①現在の駅乗降客数（H29 実査） 

②将来の駅乗降客数 

③将来の駅前広場利用者数 

「府中市都市・地域交通戦略」 
における評価指標の目標値 

駅前広場利用者比（α値） 

④モード別の利用者数 

H20 パーソントリップ調査の分担率 

・駅南側・北東側の機能分担 
・南北方面別駅利用者比（H28 実査）

（98 年式） 

⑤モード別の利用者数 ⑤モード別の利用者数 

（98 年式） 

基準面積 基準面積 

【確認】 
現況の駅前広場面積
が満足しているか？ 
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【施策 2-2】自転車駐車場の移転・再配置における必要台数の考え方 
 

自転車駐車場の必要台数の検討に当たっては、自転車利用者の利便性の観点や、南北

自由通路を横断する自転車の台数を減らし、歩行者の安全性を確保するという観点から、

駅南北の自転車駐車場がそれぞれの利用圏域を担うという考え方を基本とします。 

その上で、現在の利用状況を踏まえ、次のとおり必要台数の検討を行います。 

なお、「府中市都市・地域交通戦略」における評価指標の目標値「自転車駐車場の利用

の状況」に掲げられる「定期待ち人数を 200 人から０人に削減すること」を可能とし、

さらに「各駐車場の利用率を75％以上とすること」を踏まえて検討を行うこととします。 

②一時利用 ①定期利用 

現在の自転車駐車場の利用状況 

現況の定期利用者数 現況の一時利用者数 

居住地を加味した 
必要台数 

【一時利用の必要台数】 

利用者の居住地別割合
（駅北・駅南・市外）

駅南の定期利用待機人数
を加味した必要台数 

【定期利用の必要台数】 

駅南の定期利用 
待機人数の配分 

駅南北の 
空き状況の確認 

③駅南北別の必要台数（現況） 

④駅南北別の必要台数（将来） 

将来の自駅乗降客の増加に 
よる影響を加味（10％） 
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別表 
主な修正点 

修正箇所 修正後 修正前 修正理由 

１ 

【１ページ】 

「第１章：１ 府中市

の骨格構造と交通基

盤」の「（１）都市基盤

と拠点」の３段落目 

 

また、「府中駅・府中本町駅周辺」を、市

域各所からの公共交通アクセス性に優れ、

市民に、行政中核機能、相当程度の商業集

積などの高次の都市機能を提供する「中心

拠点」に位置付けるとともに、「分倍河原

駅周辺」を含む市内６か所を、地域の中心

として、地域住民に行政支所機能、診療所、

食品スーパーなど、主として日常的な生活

サービス機能を提供する「地域拠点」に位

置付けています。 

 

また、府中市の魅力と広域的な拠点性を高

める「中心拠点」である「府中駅周辺地区」 

や、地域住民の生活に密着した商業、業務、

サービス機能の集積や安全で快適な居住

環境の整備を図る「地域拠点」に「分倍河

原駅周辺地区」を含む市内10地区を位置付

けています。 

「府中市都市計画に関す

る基本的な方針」を令和

３年度に改定したことに

伴い、修正したものです。 

２ 

【１ページ】 

「第１章：１ 府中市

の骨格構造と交通基

盤」の「（１）都市基盤

と拠点」の４段落目 

 

府中市の人口は令和12（2030）年頃をピー

クに減少に転じると予想されており、また

生産年齢人口については令和７年（2025）

年頃に減少に転じると見込まれるため、少

子・高齢化等の社会情勢を踏まえ、中心拠

点や地域拠点を中心に集約型都市構造へ

の再編が重要となります。 

 

 

府中市の人口は、平成42（2030）年前後を

ピークに減少に転じると予想されていま

すが、生産年齢人口は平成32（2020）年か

ら減少が見込まれ、少子・高齢化対策が今

後取り組むべき課題であるため、社会情勢

を踏まえて中心拠点や地域拠点を中心に

集約型都市構造への再編が重要となりま

す。 

 

 

人口推計データの更新に

伴い、修正したものです。 
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修正箇所 修正後 修正前 修正理由 

３ 

【１ページ】 

「第１章：１ 府中市

の骨格構造と交通基

盤」の「（１）都市基

盤と拠点」の「府中市

の拠点」 

図の差替え  

 

「府中市都市計画に関す

る基本的な方針」を令和

３年度に改定したことに

伴い、図を差替えたもの

です。 

４ 

【２ページ】 

「第１章：１ 府中市

の骨格構造と交通基

盤」の「（２）府中市

の交通基盤」の「府中

市の交通階層図」 

図の差替え  

 

データの更新に伴い、図

を差替えたものです。 

５ 

【３ページ】 

「第１章：２ 都市・地

域交通戦略の概要」の

「（２）計画期間の設定」 

まちづくりと連携した施策を展開してい

く上では、中期的な取組が必要となること

から、令和23（2041）年度を目標年次とす

る市マスタープランと整合を図りながら

進めるとともに、計画期間を交通戦略策定

後から各施策が完了するおおむね18年間

とし、令和18（2036）年度を目標年次とし

て設定します。 

まちづくりと連携した施策を展開してい

く上では、中期的な取組が必要となること

から、計画期間を交通戦略策定後からおお

むね10年間とし、市マスタープランの目標

年次に合わせて、平成40（2028）年度を目

標年次として設定します。 

施策の実施状況によるス

ケジュールの見直しに伴

い、修正したものです。 
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修正箇所 修正後 修正前 修正理由 

６ 

【４ページ】 

「第２章：１ 対象地

区の設定とまちづくり

の方針」の「（１）分

倍河原駅周辺地区で交

通戦略を策定する理

由」の４段落目 

分倍河原駅の乗降客数は、令和２年度に新

型コロナウイルス感染症の影響により大

きく減少し、その後は増加傾向に転じてい

ます。また、分倍河原駅は、市内で最も乗

降客数の多い駅である一方、駅構内が手狭

であり、ホーム階段や地下通路ではラッシ

ュ時の混雑が著しい状況にあります。 

分倍河原駅では、駅乗降客数が年々増加傾

向にありますが、駅構内が手狭であり、ホ

ーム階段や地下通路ではラッシュ時の混

雑が著しい状況にあります。 

 

 

 

 

駅乗降客数のデータの更

新に伴い、修正したもの

です。 

７ 

【４ページ】 

「第２章：１ 対象地

区の設定とまちづくり

の方針」の「（３）分

倍河原駅周辺地区のま

ちづくりの方針」 

区域マスタープランでは、分倍河原を「地

域の拠点」に位置付けており、都市づくり

を積極的に展開し、東京の市街地を集約型

の地域構造への再編を図っていくことが

示されています。これを受け、市マスター

プランでは、分倍河原駅周辺を、地域住民

に行政支所機能、診療所、食品スーパーな

ど、主として日常的な生活サービス機能を

提供する「地域拠点」と位置付け、駅の改

良や自由通路、広場、道路の整備による交

通機能の向上及び利便性の高い土地利用

を図ることにより、にぎわいと活力のある

拠点を形成することとしています。 

区域マスタープランでは、分倍河原を拠点

（生活中心地）に位置付けており、拠点と

して都市づくりを積極的に展開し、東京の

市街地を集約型の地域構造へと再編を図

っていくことが示されています。これを受

け、市マスタープランでは、分倍河原駅周

辺地区を含む第６地域のまちづくりの目

標として、「歩ける範囲で日常の生活がま

かなえるような、人に優しいコンパクトな

まち」の姿を位置付け、これを実現するた

めの方針として、駅周辺におけるアクセス

性の向上や、商業地・駅前空間の整備、公

共交通の充実、生活道路の整備、歩行者中

心の身近な交通環境の充実等を示してい

ます。 

「多摩部19都市計画 都

市計画区域の整備、開発

及び保全の方針」が令和

２年度に改定されたこと

に伴い、修正したもので

す。 
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修正箇所 修正後 修正前 修正理由 

８ 

【５ページ】 

「第２章：１ 対象地

区の設定とまちづくり

の方針」の「区域マス

タープラン」と「市マ

スタープラン」 

 

図の差替え  「多摩部19都市計画 都

市計画区域の整備、開発

及び保全の方針」及び「府

中市都市計画に関する基

本的な方針」が改定され

たことに伴い、図を差替

えたものです。 

９ 

【６ページ】 

「第２章：２ 分倍河

原駅周辺地区の特性と

住民ニーズ」の「（１）

地区の特性」の箇条書

き２つ目 

 

駅周辺（駅勢圏※1）人口（図１）は、増加

傾向にあります。また、駅乗降客数（図２）

は、令和２年度に新型コロナウイルス感染

症の影響により大きく減少し、その後は増

加傾向に転じています。このまま増加を続

ける駅利用者を考慮すると、手狭な駅舎や

駅前空間、老朽化した跨
こ

線橋など、都市基

盤施設に課題があります。 

駅周辺（駅勢圏※1）人口（図１）とともに、

駅乗降客数は年々増加傾向（図２）にあり、

このまま増加を続ける駅利用者を考慮す

ると、構内が手狭な駅舎や地区北側の駅前

空間の不足、老朽化した跨
こ

線橋など都市基

盤施設に課題があります。 

駅周辺人口及び駅乗降客

数のデータの更新に伴

い、修正したものです。 

10 

【６ページ】 

「第２章：２ 分倍河

原駅周辺地区の特性と

住民ニーズ」の「（１）

地区の特性」の箇条書

き３つ目 

 

駅端末交通手段分担率（図３）は、徒歩が

84.1％、「二輪車※2・自転車」が12.3％で

あり、他の一般的な駅と比べ徒歩でアクセ

スする人が多く（Ｐ36参照）、歩行者対策

が必要となります。 

駅端末交通手段分担率（図３）は、徒歩が

81％、「二輪車※2・自転車」が13％であり、

他の一般的な駅と比べ徒歩でアクセスす

る人が多く（Ｐ33参照）、歩行者対策が必

要となります。 

駅端末交通手段分担率の

データの更新に伴い、修

正したものです。 
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修正箇所 修正後 修正前 修正理由 

11 

【６ページ】 

「第２章：２ 分倍河

原駅周辺地区の特性と

住民ニーズ」の「（１）

地区の特性」の「駅周

辺（駅勢圏）人口の推

移」、「駅乗降客数の

推移」及び「駅端末交

通手段分担率」 

図の差替え 

 

 データの更新に伴い、図

を差替えたものです。 

12 

【18ページ】 

「第３章：４ 実施プ

ログラム」の「ステッ

プ１」 

ステップ１：ハード整備を伴う既存機能の

拡充・再編【令和９年度まで】 

ステップ１では、道路拡幅や自転車駐車場

の再配置等、ステップ２で行う大規模改修

の前に完了しておくべきハード整備のほ

かソフト対策を実施します。 

 

ステップ１：ハード整備を伴う既存機能の

拡充・再編【おおむね５年程度で実施】 

ステップ１では、道路拡幅や駅前広場の改

良といった既存道路機能の拡充を行うと

ともに、駅へのアクセス道路の拡幅・整備

や自転車駐車場の再配置等、ステップ２で

行う大規模改修の前に完了しておくべき

ハード整備のほかソフト対策を実施しま

す。 

施策の実施状況によるス

ケジュールの見直しに伴

い、修正したものです。 

13 

【18ページ】 

「第３章：４ 実施プ

ログラム」の「ステッ

プ２」 

ステップ２：大規模改修を伴う新たな拠点

の形成【令和10年度から18年度まで】 

ステップ２では、駅へのアクセス道路の拡

幅・整備のほか、自由通路や駅直近の広場

空間の整備、駅舎の改良等、大規模改修を

伴う整備を一体的かつ段階的に実施し、新

たな拠点の形成を促します。 

ステップ２：大規模改修を伴う新たな拠点

の形成【おおむね10年程度で実施】 

ステップ２では、自由通路や駅直近の広場

空間の整備、駅舎の改良等、大規模改修を

伴う整備を一体的かつ段階的に実施し、新

たな拠点の形成を促します。 

施策の実施状況によるス

ケジュールの見直しに伴

い、修正したものです。 
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修正箇所 修正後 修正前 修正理由 

14 

 

【18ページ】 

「第３章：４ 実施プ

ログラム」の「実施プ

ログラム」 

図の差替え  施策の実施状況によるス

ケジュールの見直しに伴

い、図を修正したもので

す。 

15 

【19ページ】 

「第３章：４ 実施プ

ログラム」の「ステッ

プ１の施策展開箇所」、

「ステップ２の施策展

開箇所」 

図の修正  施策の実施状況によるス

ケジュールの見直しに伴

い、図を修正したもので

す。 

16 

【20ページ】 

「第３章：５ 分倍河

原駅周辺地区における

施策の取組状況」 

項目を追加  施策の取組状況を追加し

たものです。 

17 

【21ページ】 

「第４章：１ 評価指

標の設定」の「（１）

評価指標及び目標値」

の「①まちの拠点整備

に関する満足度」 

項目を追加  総合的にまちづくりへの

市民の評価を計測するた

め、追加したものです。 
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修正箇所 修正後 修正前 修正理由 

18 

【22ページ】 

「第４章：１ 評価指

標の設定」の「（１）

評価指標及び目標値」

の「④商店街の歩行者

数の【目標値】」 

ステップ２完了時（令和18年度末）には、

地区南側から商店街へ買い物客を誘導す

ること等により、商店街の歩行者数を3％

以上増加させることを目指します。 

10年後には、分倍河原駅周辺の人口増加に

加え、商店街へ買い物客を誘導すること等

により、商店街の歩行者数を10％以上増加

させることを目指します。 

目標年度である令和18年

度の人口推移は減少予定

であることから、人口増

加分を除いた目標値に修

正したものです。 

19 

【22ページ】 

「第４章：１ 評価指

標の設定」の「（１）

評価指標及び目標値」

の「⑥商店街の自転車

数」 

項目を追加  歩行者と自転車の共存に

ついて、自転車通行に関

する評価を計測するため

追加したものです。 

20 

【23ページ】 

「第４章：１ 評価指

標の設定」の「（１）

評価指標及び目標値」

の⑦自駅乗降客数の

【改定時】、【目標値】 

【改定時】 

令和５年度に実施した交通量調査では、分

倍河原駅の自駅乗降客数は、33,901人（始

発～終電）でした。 

【目標値】 

ステップ２完了時（令和18年度末）には、

駅改良や交通基盤整備等、公共交通による

アクセス性の向上及び分倍河原駅周辺の

商店街等の機能強化を図ることに加え、コ

ロナ禍の働き方等の変化に伴い大幅に減

少した乗降客数が徐々に回復傾向である

ことより、分倍河原駅の自駅乗降客数を

10％以上増加させることを目指します。 

【現状】 

分倍河原駅の自駅乗降客数は、平成29年度

に実施した交通量調査では、42,617人（始

発～終電）となっています。 

【目標値】 

10 年後には、分倍河原駅周辺の人口増加に

加え、駅改良や交通基盤整備等、公共交通

によるアクセス性の向上とともに、分倍河

原駅周辺の商店街等の機能強化を図るこ

とにより、分倍河原駅の自駅乗降客数を

10％以上増加させることを目指します。 

新型コロナウイルス感染

症により乗降客数が大幅

に減少したことから、現

況値を令和５年度の調査

結果に修正したもので

す。 
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修正箇所 修正後 修正前 修正理由 

21 

【24ページ】 

「第４章：１ 評価指

標の設定」の「（２）

評価指標と目標値及び

各施策との関係」 

(1)で設定した目標値について、本交通戦

略では、ステップ１については令和９年度

末、ステップ２については令和18年度末ま

でとしています。 

(1)で設定した目標値について、本交通戦

略では、２つのステップにより策定後から

おおむね 10 年で施策を完了させることか

ら、目標値は計画期間末の平成 40（2028）

年度末時点としています。 

施策の実施状況によるス

ケジュールの見直しに伴

い、修正したものです。 

22 

【24～25ページ】 

「第４章：１ 評価指

標の設定」の「（２）

評価指標と目標値及び

各施策との関係」の「評

価指標と目標値」及び

「評価指標と施策の関

係性」 

図の修正  評価指標の追加及び目標

値等の見直しに伴い、図

を修正したものです。 

23 

【26ページ】 

「第４章：２ 交通戦

略の推進（事後評価）

について」の「（２）

推進体制」の２行目以

降 

そのため、ＰＤＣＡサイクルの実行に当た

っては、学識経験者、交通事業者、道路管

理者及び交通管理者等により構成された

府中市都市・地域交通戦略（分倍河原駅周

辺地区）推進協議会を中心に、庁内の関係

組織とともに推進体制の役割を担います。 

 

そのため、ＰＤＣＡサイクルの実行に当た

っては、学識経験者、交通事業者、道路管

理者及び交通管理者等により構成された

府中市都市・地域総合交通戦略検討協議会

を中心に、庁内の関係組織とともに推進体

制の役割を担います。 

新たに附属機関を設置し

たことに伴い、修正した

ものです。 

24 

その他   各種計画の策定状況やデ

ータの更新、現況に合わ

せた時点修正等に伴い修

正したものです。 

 


